
昭和 32年（1957年） 会員・田中 岑が第 1回安井賞受賞 
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（
候
補
作
品
百
十
七
点
／
陳
列
作
品
六
十
六
点
＝
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晃
／
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味
秀
夫
／
沢
田
哲
郎
／
田
畔
司
郎
／
田
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岑
／
福
田
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安
井
賞 

安
井
會
太
郎
（
一
八
八
八―

一
九
五
五
）
の
没
後
開
催
さ
れ
た
遺
作
展
（
一
九
五
六
年

四
月
～
六
月
）
の
終
了
後
、
遺
作
展
委
員
会
は
安
井
の
画
業
を
記
念
し
た
美
術
賞
を
設
定
す
る
こ

と
に
し
、
賞
の
選
考
・
授
与
等
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
九
五
七
年
に
財
団
法
人
安
井
會
太
郎
記

念
会
が
設
立
さ
れ
た
。
安
井
賞
は
、
安
井
會
太
郎
の
画
風
に
基
づ
き
、
具
象
的
な
作
品
を
評
価
対

象
と
し
た
。
安
井
賞
は
新
人
洋
画
家
の
登
龍
門
と
さ
れ
、
多
く
の
優
秀
な
作
家
を
輩
出
し
た
。
一

九
六
六
年
、
多
様
化
す
る
日
本
の
現
代
美
術
の
状
況
を
顧
み
、
具
象
的
傾
向
の
作
家
の
発
掘
を
目

的
と
す
る
安
井
賞
展
は
そ
の
使
命
を
達
成
し
た
と
し
て
、
第
四
十
回
展
（
一
九
九
七
年
）
で
打
ち

切
り
と
な
っ
た
。
第
一
回
～
十
一
回
展
（
安
井
賞
候
補
新
人
展
）、
第
十
二
回
～
四
十
回
展
（
安
井

賞
展
）。 

授
賞
の
た
め
の
作
家
の
選
出
は
公
募
で
は
な
く
、
美
術
団
体
と
美
術
評
論
家
等
の
有
識
者
か
ら

推
薦
さ
れ
た
作
品
を
収
集
展
示
し
て
選
考
す
る
方
式
で
あ
り
、
作
品
の
推
薦
方
法
や
、
選
考
委
員

の
人
数
・
構
成
な
ど
は
度
々
変
更
さ
れ
た
。
被
推
薦
作
家
の
年
齢
制
限
も
、
当
初
は
四
十
歳
以
下

で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
六
二
年
の
第
六
回
以
降
は
五
十
歳
以
下
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。 

受
賞
作
品
は
、
原
則
と
し
て
、
第
三
十
一
回
ま
で
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
が
購
入
・
収
蔵
し
、

第
三
十
二
回
以
降
は
横
浜
美
術
館
が
購
入
・
収
蔵
さ
れ
た
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E8%BF%91%E4%BB%A3%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E7%BE%8E%E8%A1%93%E9%A4%A8

